
町
内
小
中
学
校
で
卒
業
式
　
新
た
な
一
歩
へ

　
３
月
１３
日
㈮
に
上
ノ
国
中
学
校
、
１９
日
㈭
に
上
ノ
国
小
学
校
お
よ
び

河
北
小
学
校
に
お
い
て
、
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
在
校
生
や
保
護
者

が
見
守
る
中
、
卒
業
生
一
人
ひ

と
り
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
式
辞
で
は
、
校
長
か
ら
こ
れ

ま
で
仲
間
た
ち
と
努
力
を
重
ね

て
き
た
日
々
を
称
え
る
言
葉
が

述
べ
ら
れ
、
在
校
生
か
ら
は
先

輩
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が

伝
え
ら
れ
る
な
ど
、
会
場
は
卒

業
生
を
送
り
出
す
温
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
卒
業
生
の
退
場
の
際
は
、
晴

れ
や
か
な
表
情
の
一
方
で
涙
を

浮
か
べ
る
姿
も
見
ら
れ
、
別
れ

と
旅
立
ち
の
思
い
が
伝
わ
る
印

象
的
な
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
道
内
高
校
の
優
れ
た
地
学
協
働
活
動
を
表
彰
す
る
、
北

海
道
教
育
委
員
会
主
催
の
『
北
海
道
地
学
協
働
ア
ワ
ー
ド

２
０
２
５
』
に
お
い
て
、
上
ノ
国
高
校
が
『
生
徒
の
声
』
部

門
で
『
北
海
道
教
育
大
学
賞
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
北
海
道
地
学
協
働
ア
ワ
ー
ド
は
、
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
「
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
」
を
活
用
し
情
報
発
信
さ
れ
た
、
特

色
あ
る
取
組
の
中
か
ら
受
賞
校
が
選
ば
れ
、
同
校
は
昨
年
の

学
校
祭
で
花
火
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
生
徒
が
主
体

的
に
行
っ
た
募
金
活
動
に
関
す
る
取
組
内
容
や
、
そ
の
思
い

を
振
り
返
っ
た
記
事
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
１７
日
㈫
に
は
、
札
幌
市
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
生
徒

会
（
当
時
）
と
し
て
奮
闘
し
た
鈴
木
翔
さ
ん
、
山
本
紅
さ
ん
、

菊
池
唯
良
さ
ん
が
出
席
し
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
北
海
道
教
育
大
学
か
ら
副
賞
と
し
て
、
同
大
学
の

講
義
に
上
ノ
国
高
校
生
が
登
壇
し
、
募
金
活
動
等
の
取
組
に

つ
い
て
発
表
を
行
う
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
校
が
進
め
る
地
域
と
つ
な
が
る
取
組
が
、
後
輩
た
ち
に

着
実
に
引
き
継
が
れ
、
上
ノ
国
高
校
生
だ
け
で
な
く
、
地
域

全
体
に
と
っ
て
も
貴
重
な
財
産
と
な
り
、
更
な
る
活
力
を
も

た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

教育委員会だより

上
ノ
国
高
校

　
　
北
海
道
地
学
協
働
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
５

�

「
北
海
道
教
育
大
学
賞
」
受
賞
！

『ことばが きみの はねになる』

２０２６年 こども読書週間
４／２３～５／１２

河
北
小
学
校

【
６
年
間
の
思
い
出
と
と
も
に

�

語
ら
れ
る
感
謝
の
言
葉
】

上
ノ
国
中
学
校

【
涙
が
溢
れ
る
中

�

全
員
で
歌
い
上
げ
た
式
歌
】

上
ノ
国
小
学
校

【
晴
れ
姿
で
授
か
る
卒
業
証
書
】

上ノ国高校３年生（本年３月当時）
菊池　唯良さん（写真左）
鈴木　　翔さん（同中央）
山本　　紅さん（同右）

➡
受賞した
「ｎｏｔｅ」の
記事はこちら
から！

図書だより

図書新着ごあんない

＊カフェーの帰り道� 嶋津輝／著　　

＊叫び� 畠山丑雄／著　

＊七ツ下がりの女たち� 志川節子／著　

＊私的応答� 井戸川射子／著

＊おまあ推理帖� 諸田玲子／著　
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